
前期が終わりました
１０月６日（木）に前期の終業式を行いました。大内小学校は２学期制を取り入れていますの

で、今日が終業式となります。終業式では４月からの半年間を振り返り、たくさんの行事等の体

験活動を通して、心や頭の栄養となって成長につながったこと、普段の学校生活ではもちろんの

こと、大きな成長があったことを話しました。

明日から４日間の秋休みです。期間は短いのですが、前期を振り返り、後期の目標を立て、そ

れに向かってがんばってほしいと思います。

今日、子どもたちは前期の通知表を持ち帰ります。通知表には前期のがんばりがたくさん記さ

れておりますので、後期のがんばりにつなげられればと思います。子どもたちと一緒にご覧にな

り、励ましの言葉かけをお願いいたします。

１０月１１日（火）が後期のスタートの日になります。後期もこれまで同様，よろしくお願い

いたします

【教育目標】自ら考え 判断し 明日を創る子どもの育成

由利本荘市立大内小学校 校長室から
令和４年１０月 ６日 Ｎｏ．１７
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第２回ＰＴＡ奉仕作業のお願い～ご協力お願いいたします～
○ 対 象 １年生～４年生のＰＴＡ会員

（春の作業で参加できなかった方も都合がつけばご参加ください。）

○ 日 時 令和４年１０月１５日（土） 午前６時３０分～７時３０分

○ 持ち物 ・窓拭き用ぞうきん ・窓拭き用ワイパーなど（あれば）

○ 作業内容 ・校内の窓拭き作業（玄関、各教室、特別教室等）

前きにがんばったことと 後きにがんばりたいこと

２年１組 さいとう ○○○

わたしが前きでがんばったことは、二つあります。一つ目は、あたらしくならうかん字をていねいに書

いたことです。お手本を見て、れんしゅうをしたら、前よりもじょうずに書けるようになりました。後き

にならうかん字もていねいに書きたいです。

二つ目は、体育のてつぼうです。一年生のときに、できなかった「じてん車こぎ」ができるようになり

ました。こんどは、「前まわり」と「ちきゅうまわり」ができるようにれんしゅうをがんばりたいです。

後きにがんばりたいことは、算数です。これまでにべんきょうした、時計をすらすらと読めるようにい

っぽノートでふくしゅうをしたいです。また、あたらしくならう九九をおぼえたいと思います。九九のせ

つめいもじょうずにできるように、九九のきまりやひみつを見つけたいと思います。

後きも手あらい、うがいをしてけんこうにすごしたいと思います。

前期のふり返りと、後期のめあて

６年１組 伊 藤 ○ ○
ぼくは、前期で特にがんばったことが二つあります。

一つ目は、保健委員会の委員長です。最初は、

「委員長としてまとめられるかな。」

「話し合いをして、進められるかな。」

などと心配でした。しかし、同じ保健委員の仲間と協力しながら、委員長として保健委員会を引っぱること

ができました。困ったときは、保健委員の伊藤○○さんと小杉○○さんと相談しながら活動を進めることが

できました。ふだんは、健康観察ぼを配ったり、歯みがきの放送をかけたりしてがんばりました。また、六

月の「歯と口の健康週間」では、歯ブラシの先が曲がっていないかを、下の学年の人たちといっしょに仕事

をすることができました。

二つ目は、なかよし班の人たちと、仲良くできたことです。例えば、花だんの草を取ったり、プランター

に花を植えた時には、

「あと少しだよ。」

「ここは、こうやって植えるんだよ。」

などと言って、教えることができました。また、七月のなかよし集会で、宝さがしをした時には、

「さあ、どこにあるかな。」

「よく見つけたね。」

と言って、下級生を楽しませることができました。

保健委員会の委員長やなかよし班の活動を通して、物事を進める力や、下級生の気持ちを考える力がつい

たと思います。

ぼくの後期のめあては、「六年間がんばったぞ」という達成感をもって卒業しようということです。そのた

めに、特にがんばることは、勉強です。ぼくは、一人勉強でついつい同じところをやってしまうくせがあり

ます。お母さんから、

「そろそろ同じところをやめたら。」

と注意されます。どの教科もバランスよくできるために、難しい問題にもチャレンジして、中学校へ進学で

きるようにしたいと思います。

今日、十月六日は、ぼくのたん生日です。十二才になりました。これからも、自分に負けないで、大きく

成長することができるようにがんばりたいと思います。


